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　　　　　　　　　　　　　また、21日の東京五輪金メダリスト山崎早紀選手
　　　　　　　　　　　　も講演会の中で「トヨタ自動車入社後は、捕手とし
　　　　　　　　　　　　てなかなかレギュラーになれなかったので、思い切
　　　　　　　　　　　　って外野手に転向しました。」と自身の挑戦につい
　　　　　　　　　　　　て話してくれましたね。これが日本代表へ、そして
　　　　　　　　　　　　金メダルにつながったということでした。

　東京オリンピックで銀メダルに輝いた女子バスケッ
トボールの日本チームの活躍には国民の誰もが驚きま
した。2017年にヘッドコーチに就任したトム・ホーバ
スさんが「東京五輪で金メダルを獲る」と明言した時
それを真に受けた人はほとんどいなかったようです。
それも無理のない話で、日本の女子バスケは過去４回
五輪に出場し、最高位はモントリオール大会の５位、
他の大会では７位、８位、10位という結果だったからです。それが東京大会で
は世界ランキングの上位国を次々に撃破し、五輪７連覇を狙う米国と金メダル
を争うまでに成長したのです。この大躍進を後押ししたのがスリーポイント
　　　　　　　　　　　　シュートだと言われます。キャプテンの髙田選手に
　　　　　　　　　　　　よると、それまで日本の選手は積極的にスリーポイ
　　　　　　　　　　　　ントを打つ姿勢に欠けていたそうです。日本人はミ
　　　　　　　　　　　　スを恐れがちで、スリーポイントを外すと、相手に
　　　　　　　　　　　　リバウンドを取られ、失点に結びつく危険性が高い
　　　　　　　　　　　　からだそうです。それを取り払ったのがホーバスさ
　　　　　　　　　　　　んです。海外チームに平均身長で劣る日本が互角に
　　　　　　　　　　　　渡り合うためには、積極的に仕掛ける必要がある、
と説いたそうです。スリーポイントの効能について、髙田選手はこう説明して
いるそうです。「私のようなセンターの選手が外からスリーポイントを打つよ
うになったことで、本来ディフェンスとして中に残るべき相手の大型選手が
シュートを防ぐために外に出てくるようになりました。その結果、カットイン
（ディフェンスを抜いてゴール方向へ侵入するプレー）の成功率も上がりまし
た。」スポーツジャーナリストの二宮清純氏はこう言っています。「失敗はミ
スをすることではありません。ミスを恐れてチャレンジしないこと。それが失
敗の本質なのかもしれません。」　　　　　　　　　　　　　校長　大倉　浩

泰山北斗
挑戦する冬休み

　いよいよ冬休みです。２学期は、感染症予防の対
策を行いながら北斗祭や未来授業、地元の社会人か
ら学ぶ会、防災学習などを行うことができました。
授業でも班やグループでの学習を行う機会が増えて
きました。日常が戻りつつあります。２年生では今
年度初めて、「幼児のためのお菓子づくり」を調理
室で行いました。生徒たちは意欲的に取り組んでい
ました。新たな活動、挑戦はやる気が湧いてきますね。12月８日の現役宇宙飛
行士、油井亀美也さんの講演では、「ロシア語がなかなか覚えられなくて苦労
した。しかし、覚えることよりも実際に日常で使うことによって学習が楽しく
なった。」と語っていました。



　また、今後の課題として「内容がわかる授業改善」も明らかとなりました。
今後も、「わかった」「できた」と生徒が達成感を実感できる授業づくりに向
け、教師の授業力の向上を図るべく、一層の研鑽を積み重ねていきます。そし
て、生徒が自ら課題を発見したり、その解決に向けて創意工夫したりする主体
的な学びを推進していきます。
　皆様から頂いたアンケート結果を真摯に受け止め、より信頼される学校づく
りに努めていきます。今後とも、保護者や地域の皆様の本校の教育活動への御
支援・御協力をよろしくお願いいたします。

令和３年度学校評価アンケート

　「令和３年度学校評価アンケート」に御協力いた
だき、ありがとうございました。集計が終わりまし
たので結果をお知らせします。
　下記の表が示すとおり、本校の教育活動に対して、
概ね良好な評価をいただくことができました。特に、
本校の生徒が思いやりの心をもって相手に接するこ
とができるように育っているのも、保護者や地域の
皆様の御家庭・地域における日頃の御指導や、本校
の教育活動に対する御理解と御協力があるからであ
ると考えており、重ねて感謝申し上げます。
　本年度より、掛川市では一人一台端末(iPad)を活
用しながら生徒の学力を伸ばす授業を推進していま
す。本校においても、日々の授業で活用するととも
に、生徒も自身の勉強のために活用を始めていると
ころです。始まったばかりということもあり、使用
方法等にはまだまだ課題も見られますが、引き続き
学力向上に向けた効果的な活用を推進していきます。



「学校保健委員会　12/1」

「三者面談　12/7～14」

「ＪＡＸＡ宇宙飛行士講演会　12/8」

「門松づくり　12/18」

「山崎早紀選手講演会　12/21」

　学校医、学校歯科医、学校薬剤師、ＰＴＡ会長、
ＰＴＡ育成部の皆様をお招きし、１年生が「危険か
ら身を守ろう～けが･感染症 その時あなたはどうし
ますか～」をテーマに学校保健員会を行いました。
　保健委員会の生徒が、北中生のケガの実態の発表
や応急手当の方法についてクイズ形式で出題してみ
んなで考えたあと、学校医等の先生方から指導をい
ただきました。安心・安全な学校生活を考える充実
した時間となりました。

　12/7火～14火までの６日間、三者面談を実施しま
した。面談の内容は、１・２年生が２学期の成績と
学校生活の様子について、３年生は２学期の成績と
進路についてでした。約20分間の短い面談時間では
ありましたが、２学期の頑張った結果やこれからの
課題を生徒・保護者・担任で確認し合うことができ
た充実した時間になりました。保護者の皆様、年末
の大変お忙しい中、御対応いただきありがとうござ
いました。

　東京2020オリンピック競技大会ソフトボール金メ
ダリストで本校卒業生（Ｈ18年度卒）の山崎早紀選
手の講演会を開催しました。今年度初めて全校生徒
が体育館に集まり、市民栄誉賞贈呈式後と講演会に
参加しました。山崎選手からは「好きなことを長く
続け、目標に向かって頑張れば夢は叶う」と全生徒
へメーッセジを送ってくれました。講演会後は、グ
ラウンドにて実技披露をしてくださり、柵越えの
ホームランで世界基準の技術を体感させていただき
ました。

　宇宙航空研究開発機構（ＪＡＸＡ）の宇宙飛行
士・油井亀美也さんの講演会「夢は実現できる！」
を開催しました。感染拡大防止対策として、３年生
のみ体育館での対面参加し、１・２年生は教室にて
オンラインで参加しました。油井宇宙飛行士から
「自分の能力で目標を決めず、本当にやりたいこ
と、好きなことで、努力を継続できれば才能にな
る」と全生徒に勇気と希望をいただきました。

　新年を迎える準備として、原泉地区の正副区長様
10名が、正門前に飾る門松をつくり、飾ってくださ
いました。門松づくりには男テニス部２年生８名が
お手伝いしてくれました。今年１番に冷え込んだ朝
でしたが、コロナ禍で活動できなかった地域の方と
の交流が行え、心が温まる時間となりました。
　原泉地区の正副区長様、事前準備からの当日まで
の御対応、ありがとうございました。



保護者の皆様へ

【冬休み・１月の教育活動】

二学期終業式　12／23
　12月23日（木）をもって、令和３年度二学期82日
間の授業が終了しました。年間授業日数は203日、
三学期は49日ですので、本年度の４分の３が終了し
たことになります。コロナ禍で、教育活動が制限さ
れる中でしたが、北中生一人ひとりが自分らしさを
発揮し、自己目標に向けて、それぞれのペースで着
実に成長することができた82日間でした。
　さて、12月24日（金）より13日間の冬休みが始ま
ります。過ぎ去る１年を振り返り、新しい年に向け、希望に満ちた夢を描く冬
休みとなることを期待します。また、感染予防や事故等に留意し、安全に、そ
して健康に笑顔で過ごすことができるよう願っています。三学期の始まる１月
６日（木）には、決意を新たに意欲に満ちた生徒皆さんと再会できることを楽
しみにしています。

※学校の様子は「ｅじゃん掛川」に掲載しています。北中ホームページの「北中ニュース」から
　も入れます。是非御覧ください。

　12月24日（金）から13日間の冬休みになります。家族の一員としての役割を果たし、
安全にそして規則正しく有意義な冬休みを送れるよう御指導願います。
　４月からの９ヶ月間、本校教育活動への御理解と御協力ありがとうございました。
　令和４年が、生徒の皆さん、保護者様、地域の皆様にとって、より素晴らしい年になり
ますよう願っております。　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　 　　北中学校教職員一同


